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再生可能エネルギーが持続可能性に与える影響
――Inclusive Wealth（新国富指標）を用いた実証分析

伊川 萌黄（九州大学大学院工学府
／持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム 博士課程 1年）

　まず皆さんご存じの再エネなんですけれども、これが経済あるいは環境に
プラスなのか、マイナスなのかということが、一般論においても学術論にお
いても盛んに議論されています。本研究の目的といたしましては、再エネの
増加が持続可能性に与える影響、本研究では Inclusive Wealth という指標に
与える影響を明らかにすることを目的としております。
　ここで Inclusive Wealth とは、図表に示されております３つの資本から構
成されるもので、現在と将来の生産の基盤となる資本の総量をあらわしてい
ます。１つ目が人為的につくられる人工資本、２つ目が自然界に存在する森
林などの自然資本、3 つ目が人口や教育水準などの人的資本です。本研究では、
これらの Inclusive Wealth と、それらの個別要素の３つの資本と、それに対
して各種のエネルギー種別の再エネが、これまでどのような影響を与えてき
たのかというのを、統計学の手法によって分析いたしました。

　表中でピンクに塗られている部分はプラスだった影響、青で塗られている
部分はマイナスへの影響で、エネルギー種ごとに異なる影響を与えているこ
とが示されています。特に太陽光においては、Inclusive Wealth 全体を増や
したものの、（内訳をみると）人工資本と人的資本は増やしましたが、自然
資本においてはマイナスという影響が観測されました。

　結論といたしましては、このようなエネルギー種別の影響を考慮して、再
エネの政策を今後考えることが重要だということが言えると思います。

以上となります。ありがとうございます。
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